
S1 チェック表 

（テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム） 

 医療者用（保険調剤薬局） 

【効能・効果】 

□ 胃癌 

□ 結腸・直腸癌：再発・進行 

□ 頭頚部癌 

□ 非小細胞肺癌 

□ 手術不能または再発乳癌 

□ 手術不能または再発膵癌 

【用法・用量】 

内服期間

（日） 

休薬期間

（日） 

1 コース

（日） 
併 用 癌 腫 

28 14 42 なし  適応症があるすべての癌腫 

21 14 35 

あり 注射 

胃癌 肺癌   

14 14 28 結腸・直腸癌    

14 7 21 結腸・直腸癌 胃癌 膵癌 肺癌 

  

 

 

※増量する場合、初回基準量から 1段階までとし 

150mg／日を限度とする。 

 

【併用禁忌・相互作用】 

□ 併用禁忌：下記の薬剤がある場合には、最低 7 日間休薬していることを確認 

フッ化ピリミジン系抗悪性腫瘍剤（フルオロウラシル、テガフール・ウラシル配合剤、テガフール、 

ドキシフルリジン、カペシタビン、ホリナート・テガフール・ウラシル療法） 

フッ化ピリミジン系抗真菌薬（フルシトシン） 

□ 併用注意： 

フェニトイン、ワルファリン、トリフルリジン・チピラシル  

【腎機能・肝機能】 

 基準 用量 

腎機能 

Ccr80 以上 減量不要 

60≦CCr＜80 必要に応じて 1段階減量 

40≦CCr＜60 原則として 1 段階減量 

30≦CCr＜40 原則として 2 段階減量 

Ccr30 未満 投与禁忌 

肝機能 軽度、中等度 慎重投与 
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体表面積 1 回用量（日） 

1.25 ㎡未満 80mg 

1.25～1.5 ㎡ 100mg 

1.5 ㎡以上 120mg 
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